
GCF事務局の概要
 韓国・仁川市ソンドに所在。
 事務局職員の現在の定員は250名ですが、業務増強のため2023年までに

350名まで増員する計画です。事務局や独立ユニット（概要下記参照）にて
職員、コンサルタント等が募集されており、今後も多くの募集が見込まれます。

 現在GCF事務局では、金融や開発協力の分野、他の国際機関等での勤務経
験がある日本人職員が案件実施、民間連携、資金動員、評価、調達等の部署
で活躍していますが、さらなる日本人職員の採用が期待されます。

【事務局の主な部署】
 Division of Country Programming: 各国の案件計画や実施を支援
 Division of Mitigation and Adaptation: 案件の事業化を支援
 Division of Portfolio Management: 承認済み案件の実施を管理
 Divison of External Affairs: 対外広報、資金動員を担当
【独立ユニット】
 Independent Evaluation Unit: GCFの活動の成果・効果等の評価・提言
 Independent Integrity Unit: 不正その他禁止事項等に関する申立の調査
 Independent Redress Mechanism Unit: 事業の再検討や不服申立の調査

緑の気候基金（Green Climate Fund: GCF）
職員採用情報

緑の気候基金(GCF)とは・・・
 国連気候変動枠組条約・パリ協定に基づき開発途上国の温室効果ガス削減と

気候変動による影響への対処を支援するために設立された、気候変動分野では
世界最大規模の多国間基金です。

 2010年の第16回気候変動枠組条約締約国会議（COP16）で設立が決定
され、2015年から本格稼働している、今注目の国際機関です。

 これまでに127か国での190件（総額約100億ドル）の支援案件を承認し、開
発途上国の気候変動対策を支援しています（2021年12月末現在）。

 日本は累計で最大30億ドルの拠出を表明し、最大級のドナーになっています。

【GCF組織図】



一般的な募集要件
 環境・気候、開発、経済、金融等、関連する分野の修士号以上相当。
 関連する分野での数年～10数年間の実務経験。
 英語での業務遂行能力（他の国連公用語の知識があれば有利）。

給与・待遇
 ポジションによってIS-1~10のグレードがあり、基本給が定められています。
 その他、扶養手当や一時帰国手当等の諸手当も支給されます。

募集ポスト例
 GCFでは正規職員（international staff)、コンサルタント、

インターンを随時募集中です。また、コンサルタント等専門家の
ロスター制度もあります。募集ポストの一例は以下のとおりです。
 気候エクイティ・ファンド･マネージャー:GCFの民間出資

案件について立案・実施等の全体を統括するポスト。
 気候研究コンサルタント:気候変動の適応や緩和、

気候資金等の調査やデータ分析を行うポスト。

◆募集サイト(www.greenclimate.fund/about/careers)の空席公告の表示
形式は以下のとおりです。

＊応募にあたっては、募集サイトから「My Account」を開設する必要があります。

募集ポスト

カテゴリー（正規職員、現地
職員、コンサルタント等）

勤務地

応募期限

気候変動問題や開発協力の分野、国際機関
での勤務に関心のある方はぜひご検討ください!
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【GCF事務局が入るビル
（韓国・仁川市ソンド）】

GCF募集公告はこちら↓


